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自己紹介
<概要>
一般社団法人協創型情報空間研究所 事務局長、株式会社サイエンスハウス会長

東和 ＩＴ 専門学校 講師
大学等講師 38年、元科学ジャーナリスト 10年、会社経営 38年
73歳、千葉県松戸市在住

<教育経験> ※教え子の総数8,000人超
駿台電算機専門学校/日本電子技術専門学校など
中小企業大学校（通産省・経産省傘下）
大正大学(国際文化)/明治大学(法・情コミ)/法政大学(工)/武蔵野美術大学(デザイン情報)/慶応大学(経営)/国士舘大学(理
工)/早稲田大学（教育・院）

<学歴>
都立足立高校（ビートたけしと同級生）
東京大学理学部化学科卒
東京大学理学部情報科学科研究生修了

<経営経験>
経営 各種システムハウス、出版社、電算印刷業、データエントリ業、自動車教習所ほかの代表取締役・社長
顧問 化粧品メーカー、映像制作会社、ファッションWEB販売業、医療機器販売業、社会的企業ほかの顧問

<主な業績>
ラスタ・ベクタ変換（特許）、世界初フレーム型人工知能システムの開発、精密誘導アルゴリズム開発、世界初MMLシステム
の開発、電力館展示コンサルタントなど。

2019.08.30農業とＡＩゼミ報告 飯箸泰宏

2

1

2



目次
1. 本ゼミの目的と成果
2. 活動の履歴
3. 日本の農業の問題点
4. 主な講義
5. 学んだ知的生産の技術
6. 訪問とインタビュー
7. 見学インタビューのまとめ
8. 生徒の目的の変遷
9. 22日貝塚の件
10. その他の教師の教訓
11.生徒たちの発表に続きます。

3

2019.08.30農業とＡＩゼミ報告 飯箸泰宏

1. 本ゼミの目的と成果

 目的
農業とＡＩを題材に、新しい活動の提案を創造する。

 成果
成果はさんか生徒らによる提案のプレゼンテーションです。

 生徒の体験
課題を探すのも、解決策を見つけるのも自分ということに戸惑いと喜びを体験して

いたと推測されます。
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2.活動の履歴5
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3.日本の農業の問題点
農産物の自給率が低い。
海外の農産物に価格で圧倒的に負けている。

原因
（1）農地面積が狭い。

・国土に占める農地の比率が低い。
・国民一人当たりの農地面積が小さい。
・１区画当たりの農地面積が狭い。

（2）労働集約度が高く、コストパフォーマンスが悪い。
（3）農協を中核とする垂直分業の最底辺にあって、価格決定力がなく、低収入。

植物工場、水耕栽培など
農業法人の普及

ＡＩ やＩｏＴ

六次産業化
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4.主な講義

 「創造人間になろう」
 「目的設定の方法とPBL」
 「インタビューの技術」
 「三つ葉栽培の方法」
 「情報デザイン”SWOT法”」
 「レポートの書き方（発表資料の構成法）」
 「文献の書き方」
 「情報収集とプロジェクトデザイン」
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生存活動サイクル
目的設定、情報収集、戦略戦術、自助努力（実行）、評価、反省、
etc.

目的設定
現場百回、ブレスト、インタビューの技術、カードワーク、
しらみつぶし法（穴あき発見法）、異分野間移設法、対立解消法、
知的瞑想（含む座禅、自然瞑想、ノンレム睡眠、自覚瞑想、×マインドフルネス）、
目的の階層構造（バリュー・ダイヤグラム）、
×自分の観念に閉じこもる、×怖そう人や偉そうな人の意見に従う、
etc.

情報収集
個人の観念の外に行け、×自分の観念に閉じこもる、
インタビューの技術、カードワーク、ネット検索、図書調査、論文調査、ブレスト、
×コンシープ、
etc.

戦略戦術
必然性の法則、SWOT法、
カードワーク（キーワードワーク）、フィッシュボーン、予期駆動フレーム、
HIPOシート、タイムスケジュール（ガントチャート）、
シミュレーション（仮想実践、瞑想）、
etc.

発表技法
SWOT法レポート、
発表資料（レポート）の作り方、文献の書き方、
etc.

5.学んだ知的生産の技術9
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6.訪問とインタビュー

 愛甲農業専門学校植物工場実習設備見学
 同ドローン実習
 ビオラル（ライフが運営する自然食品の店、希望者のみ）
 赤松種苗
 四天王寺「にしむら」（大阪野菜の漬物）
 あべのハルカスファーム（市民農園）
 西野農園（大阪野菜も作る都市部農業）
 貝塚キャンパス予定地視察
 ドローン研修所でブレスト
 三つ葉の坂上農場
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7.見学インタビューのまとめ
-カードワークによる-
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8.生徒の目的の変遷12
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9. 22日貝塚の件
～ブレインストーミングの失敗～13
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10.その他の教師の教訓

 カードワーク
知識整理の方法として、さまざまな技法を教えた。
短期間に多数教えたので、消化不良のものも少なくないと思われるが、カード
ワークの一つの方法は定着した。
最初「樹木法」を教えるつもりだったが、より柔軟性の高いストーリー作成法に
切り替えた。
生徒の知的発達程度が高く、「樹木法」の単純化された様式は自由な思考の邪魔
になると考えられたためである。

 AIとIoT
目的テーマにもっと多く登場することを期待していたが、予想よりも少なかった。
これは、外部見学のコース選定においてAIとIoTに関係する現場をあらかじめ用意
することができなかったことが大きく影響しているものと考えられる。
これは、今後の課題である。
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11.生徒たちの発表に続きます。
（1）飯箸泰宏による概説（済）
（2）平岡憲人校⾧の発表
（3）⾧濱穂乃果の発表
（4）竹内伸輝の発表
（5）小雑賀幹人の発表
（6）山本大助の発表
<昼休み>
（7）和田莉奈の発表
（8）大平喜義の発表

ご清聴ありがとうございました。
引き続き、何卒よろしくお願い申し上げます。
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